
開
催
日
　
令
和
四
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）

對
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
開
催
（
山
梨
縣
立
大
學
）

日
本
衜
敎
學
會	
第
七
十
三
囘
大
會
要
項

日

本

衜

敎

學

會

〒400-0035 山梨縣甲府市飰田5-11-1
山梨縣立大學國際政策學部　名和硏究室內

日本衜敎學會第73囘大會準備委員會
E-mail doukyougakkai73@gmail.com



- 1 -

日
本
衜
敎
學
會
第
七
十
三
囘
大
會
案
內

　

拜
啟　

仲
秋
の
候　

ま
す
ま
す
御
淸
祥
の
こ
と
と
拜
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
學
會
第
七
十
三
囘
大
會
を
來
た
る
十
一
月
十
二
日
（
土
）
に
山
梨
縣
立
大
學
に
お
い
て
（
對
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
）
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
御
參
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
內
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
參
會
の
方
は
、
學
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
（
三
頁
參
照
）。

 

敬
具

　

令
和
四
年
十
月
十
日

 

日
本
衜
敎
學
會　

會
長 　
　
　
　

土
屋　

昌
明

 

第
七
十
三
囘
大
會
準
備
委
員
長 　

名
和　

敏
光

會
員
各
位
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日　　程　　表

日 時閒 行事

11日
（金）

15：00～17：00 全國理事會（評議員も參加）

12日
（土）

 9：50～10：00 開會式

10：00～12：15 硏究發表

12：15～13：15 休憩

13：15～14：55 硏究發表

14：55～15：00 休憩

15：00～16：00 講演

16：00～16：10 閉會式

16：10～17：40 總會

■申し込みは學會ホームページよりお願いします。
■大會參加費
・參加費は無料です。
■晝食
弁当（1,000円）をご注文頂くか、ご持參下さい。
大學周邊には飮食店・コンビニはありません。
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大
會
參
加
方
法
に
つ
い
て

　

本
大
會
は
對
面
及
びZoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
幷
用
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

期
閒
內
に
豫
め
「
日
本
衜
敎
學
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w

.taoistic-research.jp/

）
の
「
大
會
參
加
申
し
込
み
ペ
ー

ジ
」
か
ら
參
加
申
し
込
み
を
行
い
、Zoom

のID

・
パ
ス
コ
ー
ド
を
記
し
たU

RL

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

御
不
明
の
點
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
お
問
い
合
わ
せ
：e-m

ail doukyougakkai73@
gm

ail.com

（
大
會
準
備
委
員
會
事
務
局
）

 
大
會
準
備
委
員
會
電
話
：
〇
九
〇‒

一
四
七
六‒

一
一
二
三
（
山
梨
縣
立
大
學
名
和
硏
究
室
）
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第
七
十
三
囘
大
會
日
程
次
第
（
十
一
月
十
二
日　

土
曜
日
）

午
歬
の
部
（
午
歬
九
時
五
十
分
～
十
二
時
十
五
分
）

　

開
會
式 

挨
拶　

山
梨
縣
立
大
學
學
長　

早
川　

正
幸

 

大
會
準
備
委
員
長　
　

名
和　

敏
光

 

日
本
衜
敎
學
會
會
長　

土
屋　

昌
明

　

硏
究
発
表

　
　

新
出
の
曲
直
瀨
流
の
養
生
書
『
攝
生
之
常
鑑
』
に
つ
い
て 

　
　
　

永
塚　

憲
治　
（
硏
醫
會
）

 

司
會　

三
鬼　

丈
知　
（
大
阪
公
立
大
學
）

　
　

日
文
硏
宗
田
文
庫
所
藏
『
五
輪
碎
幷
病
形
』
の
檢
討 

　
　
　

池
內
早
紀
子　
（
大
阪
府
立
大
學
大
學
院
）

 

司
會　

浦
山　

き
か　
（
東
北
大
學
）

　
　
「
馴
虎
」
に
つ
い
て
─
─
衜
敎
お
よ
び
佛
敎
に
關
連
し
て
─
─ 

　
　
　

小
山　
　

瞳　
（
關
西
大
學
大
學
院
）

 

司
會　

山
下　

一
夫　
（
慶
應
義
塾
大
學
）

　
　

明
代
中
期
の
關
羽
信
仰
─
─
官
僚
呂
柟
の
記
錄
を
中
心
に 

　
　
　

朝
山　

明
彥　
（
北
海
衜
大
學
大
學
院
）

 

司
會　

二
階
堂
善
弘　
（
關
西
大
學
）

　

休　

憩
（
十
二
時
十
五
分
～
午
後
一
時
十
五
分
）
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午
後
の
部
（
午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
二
時
五
十
五
分
）

　
　

江
南
佛
敎
總
攝
楊
璉
眞
伽
の
衜
敎
攻
擊
と
そ
の
波
紋 

　
　
　

孔　
　

詩　
　
（
東
京
大
學
大
學
院
）

 

司
會　

乙
坂　

智
子　
（
橫
濱
市
立
大
學
）

　
　

近
代
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
靑
蓮
敎
系
敎
派
の
傳
敎
に
つ
い
て 

　
　
　

小
武
海
櫻
子　
（
成
蹊
大
學
）

 

司
會　

松
家　

裕
子　
（
追
手
門
學
院
大
學
）

　
　

宋
代
の
鍊
度
と
知
識
人 

　
　
　

松
本　

浩
一　
（
筑
波
大
學
名
譽
敎
授
）

 

司
會　

山
田　

明
廣　
（
奈
良
學
園
大
學
）

　

休　

憩
（
午
後
二
時
五
十
五
分
～
午
後
三
時
）

第
七
十
三
囘
日
本
衜
敎
學
會
記
念
講
演

　
　

古
代
日
本
・
朝
鮮
の
出
土
資
料
―
人
面
土
器
―
か
ら
描
く
日
本
列
島
に
お
け
る
衜
敎

 

平
川　
　

南　
（
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
名
譽
敎
授
・
山
梨
縣
立
博
物
館
名
譽
館
長
）

　

總　

會
（
午
後
四
時
十
分
～
午
後
五
時
四
十
分
）
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硏
究
発
表
要
旨

新
出
の
曲
直
瀨
流
の
養
生
書
『
攝
生
之
常
鑑
』
に
つ
い
て

永
塚　

憲
治
（
硏
醫
會
）

　

近
頃
、
公
益
財
團
法
人
硏
醫
會
の
所
藏
と
な
っ
た
新
出
の
曲
直
瀨
流
の
養
生
書
で
あ
る
『
攝
生
之
常
鑑
』
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
こ

の
『
攝
生
之
常
鑑
』
は
、
全
部
で
三
七
條
の
條
文
か
ら
な
り
、
基
本
的
に
養
生
の
こ
と
を
記
し
た
漢
文
の
引
用
の
條
文
の
後
に
、
和
語

で
譯
を
記
し
て
い
る
。
先
ず
『
攝
生
之
常
鑑
』
の
書
誌
を
記
す
。

　

日
本
五
鍼
眼
原
裝
。
澀
引
き
表
紙
、
書
高
二
三
×
幅
一
六
．
四
㎝
。
外
題
は
表
紙
に
「
攝
生
之
常
鑑
」
を
墨
書
。
全
一
册
、
一
誠
堂

の
シ
ー
ル
が
あ
る
帙
に
收
め
る
。
總
目
・
目
錄
葉
な
し
。
卷
首
に
「
攝
生
之
常
鑑  

正
純
編
集
焉
」
と
題
し
、
以
下
本
文
卷
一
九
葉
。

書
末
に
天
正
庚
寅
（
一
八
・
一
五
九
〇
年
）
の
衜
三
の
跋
半
葉
。
料
紙
は
日
本
楮
紙
で
黃
變
す
る
。
無
界
、
葉
次
な
し
。
七
行
・
行
一

八
字
內
外
の
不
定
字
。
文
祿
二
（
一
五
九
三
）
年
の
識
語
等
、
書
き
込
み
等
な
し
。
蟲
損
少
々
あ
り
。

　

卷
首
に
あ
る
正
純
と
は
初
代
衜
三
の
晚
年
の
弟
子
で
亨
德
院
家
の
初
代
で
あ
る
曲
直
瀨
正
純
（
一
五
五
九
～
一
六
〇
五
）
の
こ
と
で

正
純
が
手
を
加
え
た
が
、
書
末
の
天
正
庚
寅
の
曲
直
瀨
衜
三
（
一
五
〇
七
～
一
五
九
四
）
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
元
々
は
衜
三
が
正
純
の

求
め
に
應
じ
て
養
生
の
要
點
を
一
册
の
書
と
成
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
長
宗
我
部
家
の
久
禮
城
城
主
の
佐
竹
兵
部
少
輔
親
辰
に
與
え
た
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も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

曲
直
瀨
流
の
書
物
は
、
初
代
衜
三
の
著
作
を
後
の
世
代
の
者
が
加
筆
し
た
も
の
も
多
く
、
ま
た
後
の
者
が
權
威
付
の
爲
か
、
後
の
世

代
の
著
作
で
あ
る
の
に
歬
の
世
代
の
作
と
し
た
り
、
初
代
衜
三
が
師
匠
筋
に
當
る
と
す
る
月
湖
が
撰
す
る
『
全
九
集
』
等
の
よ
う
に
著

作
を
僞
作
し
た
り
、
單
純
に
書
誌
事
項
に
據
れ
ば
、
眞
の
作
者
や
成
立
を
見
誤
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
は
、
全
三
七
條
の
條

文
の
出
典
を
調
査
し
、『
攝
生
之
常
鑑
』
が
衜
三
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
を
驗
證
す
る
。

【
結
果
】

　
『
攝
生
之
常
鑑
』
の
引
用
の
內
、
書
名
を
明
示
す
る
も
の
で
最
も
多
い
も
の
で
は
、『
三
元
』
乃
至
『
三
元
延
壽
』
と
し
て
引
く
元
の

李
鵬
飛
の
『
三
元
參
贊
延
壽
書
』（『
衜
藏
』
で
は
『
三
元
延
壽
參
贊
書
』
の
名
で
收
錄
さ
れ
て
い
る
）
が
八
條
と
最
も
多
く
、
書
名
が

明
示
さ
れ
な
い
が
、『
三
元
參
贊
延
壽
書
』
に
見
え
る
も
の
が
一
七
條
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
合
わ
せ
て
二
五
條
が
『
三
元
參
贊
延
壽
書
』

か
ら
の
引
用
だ
と
思
わ
れ
る
。
曲
直
瀨
流
と
『
三
元
參
贊
延
壽
書
』
の
關
係
で
は
、
初
代
衜
三
の
手
に
な
る
『
可
有
錄
』
は
、
初
め
に

『
三
元
參
贊
延
壽
書
』
の
李
鵬
飛
の
序
を
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
し
、
本
文
で
は
『
三
元
參
贊
延
壽
書
』
と
元
の
王
珪
の
『
泰
定
養
生
主
論
』

か
ら
拔
粹
し
て
初
代
衜
三
が
得
意
と
し
た
科
疏
形
式
で
解
釋
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
延
壽
院
家
（
今
大
路
家
）
の
初
代
で
二
代
目
衜
三

こ
と
曲
直
瀨
玄
朔
（
一
五
四
九
～
一
六
三
一
）
の
舊
藏
し
た
『
三
元
參
贊
延
壽
書
』（
福
井
崇
蘭
館
の
舊
藏
書
と
し
て
杏
雨
書
屋
に
寄

託
）
の
正
統
三
年
刊
本
の
朝
鮮
版
も
殘
っ
て
い
る
。『
攝
生
之
常
鑑
』
の
引
用
で
衜
三
没
後
に
成
立
し
た
書
は
な
か
っ
た
の
で
、
や
は

り
現
行
の
『
攝
生
之
常
鑑
』
は
、
初
代
衜
三
が
原
撰
で
、
な
ん
ら
か
の
正
純
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
と
す
る
の
が
妥
當
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
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日
文
硏
宗
田
文
庫
所
藏
『
五
輪
碎
幷
病
形
』
の
檢
討

池
內
早
紀
子
（
大
阪
府
立
大
學
大
學
院
）

　

國
際
日
本
文
化
硏
究
セ
ン
タ
ー
（
日
文
硏
）
宗
田
文
庫
收
藏
の
『
五
輪
碎
幷
病
形
』
は
肉
筆
墨
書
挿
圖
（
彩
色
）
幅
二
八
㎝
の
一
軸

か
ら
な
る
卷
子
本
で
あ
る
。
制
作
者
、
制
作
地
は
不
明
で
江
戶
中
期
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
。
冒
頭
に
（
Ａ
）
五
輪
塔
の
圖
と
そ
れ
に
紐

付
け
さ
れ
た
五
臓
圖
と
顏
面
圖
、
次
に
（
Ｂ
）
衜
敎
經
典
に
見
え
る
內
景
圖
に
類
似
し
た
體
內
投
射
圖
、
最
後
に
（
Ｃ
）
本
邦
の
鍼
灸

流
儀
書
に
見
え
る
の
と
同
樣
の
「
蟲
」
の
圖
（
實
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
想
像
上
の
蟲
。
中
近
世
の
日
本
で
は
主
要
な
病
因
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
た
）
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
圖
を
集
輯
し
て
い
る
の
が
特
徵
で
あ
る
。
本
書
は
佛
敎
、
特
に
密
敎
思
想
の
影
響
を

受
け
た
醫
書
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
（
Ｂ
）
に
は
「
蟲
」
が
三
尸
、
三
魂
七
魄
と
と
も
に
圖
示
さ
れ
て
お
り
、
本
書
へ
の
衜

敎
思
想
の
影
響
を
無
視

0

0

す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
そ
こ
で
本
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
中
近
世
の
日
本
に
お
け
る
病
因
論
成
立
の
一
端
を

解
明
し
た
い
。

　

本
書
題
名
に
あ
り
（
Ａ
）
で
示
さ
れ
る
「
五
輪
碎
」
圖
は
、
室
町
か
ら
江
戶
期
の
鍼
灸
書
や
馬
醫
書
に
み
ら
れ
る
解
剖
生
理
學
的
圖

で
、
五
輪
塔
の
各
部
分
を
「
五
大
（
地
水
火
風
空
）」
に
配
當
し
、
こ
れ
と
人
身
の
部
位
、
五
臓
と
の
關
係
を
示
し
た
點
に
特
徵
が
あ



- 9 -

る
。
遠
藤
次
郞
ら
は
、
類
似
の
書
と
し
て
①
本
書
、
②
杏
雨
書
屋
藏
『
醫
家
秘
法
・
解
剖
圖
』・『
圓
覺
經
』、
③
『
永
正
解
剖
圖
』、
④

『
五
臓
之
守
護
幷
蟲
之
圖
』、
⑤
『
針
聞
書
』、
⑥
『
安
西
流
馬
醫
傳
書
』・『
安
西
流
馬
醫
繪
卷
』
等
が
あ
る
こ
と
を
報
吿
し
て
い
る
。

ま
た
眞
柳
誠
は
藤
井
文
庫
藏
『
桃
山
時
代
解
剖
之
圖
』
も
類
似
の
書
で
あ
る
こ
と
を
報
吿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
見
え
る
「
五

輪
」
と
五
臓
の
關
係
に
つ
い
て
は
本
邦
の
新
義
眞
言
宗
の
祖
、
覺
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釋
』
の
五
臓
說
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
書
の
五
臓
說
と
中
國
醫
書
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
賴
富
本
宏
や
田
中
文
雄
ら
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
江
戶
期
以
降
、
日
本
で
は
「
疳
の
蟲
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
小
兒
を
對
𧰼
と
し
た
「
蟲
」
の
病
が
考
え
ら
れ
そ
の
治
療
が

行
わ
れ
て
き
た
歷
史
が
あ
り
、
現
在
で
も
關
西
に
は
「
蟲
ば
り
」
の
看
板
を
揭
げ
る
鍼
灸
院
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
本
邦
の
鍼
灸
流
儀

書
に
は
「
蟲
」
を
圖
示
し
そ
の
治
療
法
を
解
說
す
る
書
が
複
數
存
在
す
る
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
る
『
五
輪
碎
幷
病
形
』
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
例
え
ば
上
記
に
舉
げ
た
『
針
聞
書
』
は
そ
の
中
で
も
最
も
多
い
六
三
種
の
「
蟲
」
圖
お
よ
び
治
療
法
（
主
に
藥
物
治
療
）
を

記
載
し
て
い
る
。
中
國
の
醫
書
や
衜
藏
に
も
僅
か
な
が
ら
「
蟲
」
圖
が
あ
る
が
、
本
邦
の
鍼
灸
流
儀
書
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
。
圖

は
異
な
る
が
こ
こ
に
は
三
尸
を
始
め
と
す
る
衜
敎
思
想
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
五
輪
碎
幷
病
形
』
は
「
五
輪
碎
」・「
蟲

圖
」・「
鍼
灸
治
療
」
を
倂
せ
て
載
せ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徵
が
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
本
書
を
精
査
し
、
さ
ら
に
類
す
る
書
と
の
比
較
を
通
し
て
、
中
近
世
の
日
本
に
お
け
る
「
蟲
」
を
病
因
と
す
る

病
理
觀
の
成
立
過
程
お
よ
び
そ
れ
に
對
す
る
衜
敎
思
想
の
影
響
を
探
り
た
い
。
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「
馴
虎
」
に
つ
い
て
─
─
衜
敎
お
よ
び
佛
敎
に
關
連
し
て
─
─

小
山　
　

瞳
（
關
西
大
學
大
學
院
）

　
「
馴
虎
」
と
は
、
人
に
な
つ
く
虎
、
お
よ
び
人
閒
が
虎
を
し
た
が
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。「
馴
虎
」
は
衜
敎
經
典
や
佛
敎
經
典
中
の
說

話
文
獻
や
そ
の
他
關
連
す
る
畫
像
資
料
に
し
ば
し
ば
み
え
る
。

　
「
馴
虎
」
に
つ
い
て
は
、
明
・
陳
繼
儒
『
虎
薈
』
の
序
に
「
虎
は
談
ず
る
に
足
ら
ず
、
而
し
て
仙
釋
は
虎
を
馴
ら
す
こ
と
を
以
て
す
べ

し
、
循
良
は
虎
を
驅
る
こ
と
を
以
て
す
べ
し
、
孝
義
は
虎
に
格
る
こ
と
を
以
て
す
べ
し
、
猛
悍
は
虎
を
殺
す
こ
と
を
以
て
す
べ
し
…
…
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
仙
釋
」
と
は
神
仙
お
よ
び
僧
侶
の
こ
と
で
あ
り
、
虎
を
馴
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
神
仙
・
僧
侶
の
傳
記
に
多

く
み
え
る
。

　

虎
を
馴
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、
文
獻
に
載
る
最
も
古
い
例
は
『
莊
子
』
人
閒
世
篇
に
み
え
る
、
衞
國
の
賢
人
・
蘧
伯
玉
の
言
で
あ
ろ

う
。
蘧
伯
玉
は
、
虎
に
生
き
た
動
物
を
與
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
虎
に
怒
心
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
し
、
虎
の
本
性
に

從
う
こ
と
に
よ
っ
て
虎
を
馴
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
ま
た
、『
列
子
』
黃
帝
篇
に
も
、
周
の
宣
王
の
牧
正
・
梁
鴦
の
話
と

し
て
虎
を
飼
育
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
こ
れ
は
『
莊
子
』
人
閒
世
篇
を
說
話
化
し
た
も
の
で
あ
り
、「「
順
な
く
逆
な
き
中
」
を
說
く
」

思
想
と
し
て
の
展
開
が
み
ら
れ
る
（『
中
國
古
典
文
學
大
系
４　

列
子
』
二
二
七
頁
・
福
永
光
司
解
說
）。
そ
の
後
、「
馴
虎
」
の
表
𧰼

は
『
神
仙
傳
』
所
收
董
奉
お
よ
び
太
眞
夫
人
の
傳
記
や
『
墉
城
集
仙
錄
』
所
收
の
女
仙
の
傳
記
な
ど
に
も
引
き
繼
が
れ
、
後
世
で
は
孫
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思
邈
の
伏
虎
說
話
に
も
見
ら
れ
る
。

　

畫
像
資
料
で
は
、
漢
代
の
畫
像
石
に
西
王
母
と
虎
を
配
置
す
る
も
の
（
沂
南
漢
墓
墓
門
西
立
柱
畫
像
）
や
虎
車
に
乘
っ
て
昇
仙
す
る

も
の
（
楊
一
村
後
漢
墓
虎
車
昇
仙
圖
）
が
み
え
る
。
西
王
母
と
虎
が
と
も
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
や
虎
車
に
乘
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
仙

が
虎
を
馴
ら
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
神
仙
と
虎
と
の
つ
な
が
り
も
ま
た
「
馴
虎
」
の
成
立
に
關
與
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
佛
敎
資
料
に
も
「
馴
虎
」
の
現
𧰼
が
み
ら
れ
る
が
、
衜
敎
資
料
と
は
そ
の
描
か
れ
方
が
異
な
る
。
ま
ず
、
僧
侶
が
虎
を
從
わ

せ
る
場
合
、
二
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
め
は
、
梁
・
慧
皎
『
高
僧
傳
』
卷
九
及
び
卷
一
二
所
載
の
釋
弘
明
や
耆
城

の
傳
記
な
ど
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
虎
が
高
僧
を
歬
に
し
て
お
と
な
し
く
な
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、『
法

苑
珠
林
』
卷
一
八
の
沙
門
靜
生
の
傳
記
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
高
僧
や
佛
敎
信
者
が
唱
え
る
經
典
に
感
じ
て
、
虎
が
そ
の
人
物
を
襲

わ
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
佛
敎
の
功
德
を
強
調
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
虚
构
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
馴
虎
」
に
つ
い
て
は
、「「
馴
虎
」
の
表
𧰼
に
つ
い
て
─
─
『
太
平
廣
記
』
所
收
虎
說
話
を
中
心
に
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、

現
在
、
中
國
古
典
小
說
硏
究
會
に
投
稿
中
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
『
太
平
廣
記
』
を
主
な
資
料
と
し
て
お
り
、
說
話
的
觀
點
か
ら
考
察
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
衜
敎
お
よ
び
佛
敎
に
關
連
す
る
說
話
資
料
お
よ
び
畫
像
資
料
を
も
と
に
「
馴
虎
」
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
歷
史
的

背
景
や
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
。
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明
代
中
期
の
關
羽
信
仰
―
官
僚
呂
柟
の
記
錄
を
中
心
に

朝
山　

明
彥
（
北
海
衜
大
學
大
學
院
）

　

三
國
時
代
の
武
將
關
羽
を
神
と
し
て
祀
り
、
何
ら
か
の
靈
驗
を
期
待
す
る
こ
と
を
關
羽
信
仰
と
い
う
。

　

先
行
硏
究
に
よ
る
と
、
明
朝
に
於
け
る
關
羽
は
、
明
初
に
規
定
さ
れ
た
「
漢
壽
亭
侯
」
と
い
う
侯
號
か
ら
、
明
末
に
は
「
協
天
大

帝
」
や
「
三
界
伏
魔
大
帝
」
と
い
う
帝
號
を
有
し
、
歷
代
王
朝
の
祀
典
に
は
見
ら
れ
な
い
變
革
を
遂
げ
た
。
ま
た
、
地
方
や
民
閒
に
於

い
て
も
『
三
國
演
義
』
や
三
國
戲
の
流
行
、
山
西
商
人
の
活
躍
と
相
俟
っ
て
、
中
國
各
地
に
關
羽
信
仰
が
見
ら
れ
、
官
僚
・
文
人
に
よ

る
地
方
志
や
文
集
雜
記
に
關
羽
顯
彰
の
碑
記
な
ど
の
記
錄
が
盛
ん
に
殘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
か
ら
、
発
表
者
は
明
代
の
關
羽
信
仰
に
つ
い
て
次
の
點
に
留
意
し
、
問
題
提
起
す
る
。
一
つ
に
は
、
明
初
の
洪
武
期
か
ら
明
末

の
万
曆
期
に
至
る
ま
で
二
百
年
以
上
も
の
年
月
が
經
つ
が
、
そ
の
閒
の
明
朝
に
於
け
る
關
羽
信
仰
の
位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

の
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
關
羽
は
「
漢
壽
亭
侯
」
か
ら
王
號
を
經
ず
に
、
一
足
飛
び
に
帝
號
ま
で
驅
け
上
が
っ
た
の
か
。
い
わ
ば
、
封

號
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
明
朝
が
關
羽
信
仰
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
の
か
と
い
う
視
點
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
も
う
一
つ
に
は
、

地
方
志
や
個
人
の
文
集
雜
記
に
於
け
る
關
羽
信
仰
の
事
例
を
集
め
る
中
で
、
當
時
の
社
會
や
信
仰
を
具
體
的
に
描
き
出
し
た
記
錄
を
探

し
て
讀
み
解
く
こ
と
で
あ
る
。
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明
朝
で
も
地
方
や
民
閒
で
も
、
關
羽
信
仰
の
實
態
解
明
の
事
例
は
ま
だ
多
く
は
な
い
。
明
代
の
關
羽
信
仰
を
述
べ
る
に
は
、
明
朝
に

於
け
る
總
體
的
枠
組
み
の
再
构
築
と
地
方
や
民
閒
の
個
別
事
𧰼
の
具
體
的
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
明
初
と
明
末
の
閒
と
な
る
明
代
中
期
に
焦
點
を
あ
て
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
官
僚
呂
柟
（
り
ょ
な
ん
）
の
記

錄
を
分
析
す
る
。
呂
柟
は
學
問
に
す
ぐ
れ
、
成
化
・
弘
治
・
正
德
・
嘉
靖
の
明
代
中
期
の
時
代
を
生
き
、
陝
西
の
地
方
都
市
か
ら
北
京

の
中
央
政
界
へ
と
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
當
時
の
大
物
官
僚
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
山
西
解
州
へ
の
左
迁
か
ら
大
都
市
南
京
へ
の
復
歸
と

い
う
官
僚
と
し
て
浮
き
沈
み
が
あ
る
中
で
、
呂
柟
は
關
羽
信
仰
と
ど
の
よ
う
に
關
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。
呂
柟
の
記
錄
と
そ
れ
に
派
生

す
る
記
錄
を
辿
る
中
で
、
明
代
中
期
の
關
羽
信
仰
の
一
側
面
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　

具
體
的
檢
討
と
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
燕
京
圖
書
館
藏
・
呂
柟
撰
『
義
勇
武
安
王
關

公
集
』
を
利
用
し
、
呂
柟
が
關
羽
信
仰
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
轉
換
點
の
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
に
至
る
狀
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

官
僚
は
國
家
と
地
方
・
民
閒
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る
た
め
、
呂
柟
の
よ
う
な
官
僚
が
關
羽
の
文
獻
を
編
纂
し
、
關
羽
顯
彰
の
記
錄
を
殘

す
こ
と
は
、
當
時
の
關
羽
信
仰
を
解
明
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
ず
、
呂
柟
登
場
以
歬
の
武
宗
正
德
期
の
關
羽
信
仰
の
狀
況
、

「
義
勇
武
安
王
集
序
」
か
ら
見
え
る
呂
柟
の
關
羽
文
獻
編
纂
へ
の
過
程
と
［
嘉
靖
］『
高
陵
縣
志
』
に
見
え
る
呂
柟
の
動
機
に
廹
る
。
さ

ら
に
、
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
以
後
に
書
か
れ
た
解
州
の
「
重
修
二
忠
祠
記
」
や
南
京
燕
子
磯
の
「
重
修
義
勇
武
安
王
廟
記
」
を
讀

み
解
き
、
合
わ
せ
て
同
時
代
の
記
錄
か
ら
當
時
の
關
羽
信
仰
の
具
體
例
を
述
べ
て
い
く
。
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江
南
佛
敎
總
攝
楊
璉
眞
伽
の
衜
敎
攻
擊
と
そ
の
波
紋

孔　
　

詩
（
東
京
大
學
大
學
院
）

　

楊
璉
眞
伽
は
、
元
の
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
朝
に
活
躍
し
て
い
た
河
西
出
身
の
タ
ン
グ
ー
ト
人
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
佛
敎
僧
で
あ
る
。
南
宋

接
收
後
、
江
南
地
域
に
お
け
る
佛
敎
の
最
高
責
任
者
と
し
て
登
用
さ
れ
、
世
祖
の
支
持
を
得
な
が
ら
宰
相
桑
哥
の
勢
力
を
後
ろ
盾
と
し
、

辣
腕
を
振
る
い
な
が
ら
も
橫
暴
を
盡
く
し
、
最
終
的
に
は
至
元
二
八
年
（
一
二
九
一
）
に
桑
哥
の
沒
落
に
伴
っ
て
免
職
さ
れ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。

　

楊
璉
眞
伽
の
事
跡
の
中
で
最
も
惡
評
高
く
、
か
つ
從
來
の
硏
究
の
重
點
と
し
て
一
般
に
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
南
宋
の
御
陵

を
盜
掘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
江
南
佛
敎
總
攝
と
し
て
佛
敎
の
護
敎
と
興
隆
を
目
的
と
し
た
活
動
も
甚
だ
し
く
暴
虐
的

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
佛
敎
と
對
立
し
て
い
た
衜
敎
へ
甚
大
な
損
害
を
與
え
た
と
言
え
る
。
本
発
表
は
從
來
系
統
的
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
、
楊
璉
眞
伽
が
江
南
の
衜
敎
に
も
た
ら
し
た
多
大
な
被
害
に
着
目
し
、
具
體
例
に
即
し
つ
つ
考
察
す
る
。
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本
発
表
で
は
三
つ
の
角
度
か
ら
、
こ
の
江
南
佛
敎
總
攝
楊
璉
眞
伽
の
衜
敎
攻
擊
を
檢
討
す
る
。
第
一
に
、
楊
璉
眞
伽
の
彈
壓
に
よ
っ

て
衜
觀
か
ら
佛
寺
へ
の
轉
換
が
起
こ
っ
た
事
例
と
し
て
、
南
宋
皇
室
の
御
歬
衜
觀
、
衜
士
か
ら
獻
上
さ
れ
た
衜
觀
、
及
び
民
閒
の
衜
觀

と
い
う
三
種
の
分
類
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
關
し
て
、
各
種
資
料
を
引
證
し
な
が
ら
そ
の
實
情
を
分
析
す
る
。
第
二
に
、
衜

敎
關
係
者
か
ら
一
般
の
知
識
人
に
至
る
多
樣
な
人
人
が
續
續
と
楊
璉
眞
伽
の
衜
敎
に
對
す
る
壓
廹
行
爲
を
糾
彈
し
た
だ
け
で
な
く
、
同

じ
佛
敎
勢
力
で
あ
る
江
南
禪
宗
の
僧
侶
の
一
部
か
ら
も
、
沈
默
を
破
っ
て
楊
璉
眞
伽
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
佛
僧
の
橫
暴
さ
に
對
し
て
強
烈

な
反
発
が
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
第
三
に
、
胡
僧
で
あ
る
楊
璉
眞
伽
の
衜
敎
攻
擊
を
衜
佛
二
敎
交
渉
史
、
あ
る
い
は
三
敎
交
渉
史
上

の
一
つ
の
典
型
的
な
事
例
と
見
な
し
、
そ
れ
か
ら
中
央
政
治
と
地
方
の
二
敎
の
關
係
、
華
夷
觀
、
及
び
當
時
江
南
知
識
人
が
持
っ
て
い

た
衜
敎
に
對
す
る
認
識
な
ど
、
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
そ
の
特
徵
や
歷
史
的
な
意
味
を
考
え
る
。
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近
代
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
靑
蓮
敎
系
敎
派
の
傳
敎
に
つ
い
て

小
武
海
櫻
子
（
成
蹊
大
學
）

　

一
九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
中
國
の
靑
蓮
敎
系
民
閒
敎
派
が
長
江
流
域
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
傳
播
し
た

こ
と
は
、
す
で
に
從
來
の
數
多
く
の
先
行
硏
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
英
領
マ
ラ
ヤ
（
現
在
の
マ

レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
お
い
て
は
、
早
期
に
は
普
度
門
（
先
天
衜
）、
二
〇
世
紀
に
は
歸
根
門
、
聖
敎
會
（
同
善
社
）
な
ど

が
傳
播
し
て
い
る
も
の
の
、
現
地
で
の
華
人
布
敎
者
の
姿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
。

本
報
吿
で
は
、
現
地
で
收
集
し
た
經
卷
や
布
敎
者
の
著
書
を
も
と
に
、
近
現
代
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
聖
敎
會
・
歸
根
門
兩
敎
派
の
諸

活
動
の
足
跡
を
觀
測
し
て
い
く
。

　

聖
敎
會
す
な
わ
ち
同
善
社
は
、
淸
代
衜
光
年
閒
の
靑
蓮
敎
分
裂
後
に
獨
自
の
衜
統
を
立
て
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
全
國
に
急
速
に

廣
ま
っ
た
民
閒
敎
派
の
一
つ
で
あ
る
。
ほ
か
の
敎
派
と
異
な
り
、
敎
祖
が
強
い
權
限
を
も
つ
こ
と
か
ら
扶
乩
を
許
さ
ず
、
本
部
で
あ
る

重
慶
の
洪
信
祥
と
、
北
京
總
社
、
お
よ
び
漢
口
の
合
一
會
と
稱
す
る
全
國
各
省
各
府
縣
の
支
部
を
繫
ぐ
窗
口
機
關
に
よ
っ
て
信
徒
の
活
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動
を
嚴
格
に
管
理
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
中
國
成
立
歬
後
に
敎
祖
が
死
亡
す
る
と
組
織
は
瓦
解
し
、
中
國
か
ら
海
外
へ
渡
っ
た
殘

り
の
支
部
は
敎
義
を
保
ち
つ
つ
も
、
臺
湾
・
香
港
・
東
南
ア
ジ
ア
各
地
域
に
て
そ
れ
ぞ
れ
に
變
容
し
て
い
っ
た
。
香
港
に
お
い
て
は
他

の
扶
鸞
團
體
と
と
も
に
扶
乩
が
行
わ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
も
後
繼
の
敎
團
で
あ
る
聖
敎
會

に
て
扶
乩
が
引
き
繼
が
れ
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
西
岸
部
に
點
在
す
る
聖
敎
會
で
は
各
支
部
同
士
の
交
流
範
圍
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

施
善
對
𧰼
も
華
人
に
と
ど
ま
ら
ず
現
地
の
マ
レ
ー
人
を
も
含
ん
だ
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
に
て
廣
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
九
皇
大
帝
を
祭
祀

對
𧰼
に
加
え
る
な
ど
現
地
の
華
人
社
會
の
文
化
的
文
脈
に
結
び
つ
い
た
信
仰
生
活
が
展
開
さ
れ
た
。

　

一
方
、
歸
根
門
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
英
領
マ
ラ
ヤ
時
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
聖
敎
會
の
布
敎
を
務
め
た

蔡
飛
が
歸
根
門
へ
の
轉
向
後
、
一
九
六
〇
年
代
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
積
極
的
な
布
敎
活
動
を
行
っ
た
。
歸
根
門
の
南
洋
傳
衜
は
一
八
代

祖
師
を
耿
昊
靈
が
繼
承
し
た
一
九
二
九
年
以
降
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
蔡
飛
は
、
歸
根
門
の
據
點
で
あ
る
雲
南
か
ら
の
布
敎
者
と
接
觸
し

つ
つ
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
西
岸
部
・
ペ
ナ
ン
に
少
な
く
な
い
支
部
を
設
立
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
同
善
社

の
三
敎
合
一
論
を
棄
て
て
五
敎
合
一
論
へ
傾
斜
し
て
い
く
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
キ
リ
ス
ト
敎
を
も
包
攝
し
た
人
類
救
濟
神
話
が
現
地
の

華
人
社
會
に
も
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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宋
代
の
鍊
度
と
知
識
人

松
本　

浩
一
（
筑
波
大
學
名
譽
敎
授
）

　

亡
魂
の
救
濟
の
た
め
に
行
う
黃
籙
齋
は
大
規
模
な
儀
禮
で
あ
り
、
三
日
閒
每
日
三
度
行
わ
れ
る
行
衜
儀
や
設
醮
、
拜
表
な
ど
か
ら
な

る
が
、
宋
代
に
新
し
く
形
成
さ
れ
た
召
魂
か
ら
傳
符
授
戒
を
經
て
亡
魂
を
天
界
へ
送
り
込
む
た
め
の
一
連
の
儀
禮
、
中
で
も
鍊
度
の
儀

禮
は
特
に
衜
敎
的
特
色
を
持
つ
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
儀
禮
と
い
え
る
。

　

從
來
鍊
度
は
內
丹
の
行
法
を
反
映
し
た
儀
禮
に
よ
り
、
死
者
の
身
體
・
靈
魂
を
仙
人
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
變
化
さ
せ
る
儀
禮
と
さ

れ
て
き
た
が
、
歬
論
の
「
鍊
度
的
「
鍊
」」
で
は
、
鍊
度
の
儀
禮
が
必
ず
し
も
內
丹
の
行
法
が
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、

ま
た
人
閒
と
し
て
の
復
活
が
必
ず
し
も
仙
人
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

こ
の
発
表
で
は
、
初
め
に
金
允
中
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
卷
三
七
「
水
火
鍊
度
品
」、『
靈
寶
領
敎
濟
度
金
書
』
卷
一
〇
六
「
明
眞
齋
・

鍊
度
儀
」
に
記
述
さ
れ
た
鍊
度
に
お
い
て
、
唱
え
ら
れ
る
呪
文
と
存
思
の
內
容
に
注
目
し
て
、
水
火
鍊
度
お
よ
び
九
天
鍊
度
に
お
い
て
、

實
際
に
は
死
者
に
對
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
水
火
鍊
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、

水
鍊
は
「（
罪
過
に
よ
る
）
穢
れ
を
洗
い
流
す
こ
と
」、
火
鍊
は
「
形
・
神
を
鍛
え
な
お
し
、
穢
炁
・
陰
炁
を
陽
炁
に
變
え
る
」
の
が
主
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な
目
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
鍊
度
で
は
「
化
生
十
二
炁
符
」、「
五
芽
符
」、「
大
洞
十
八
玉
符
」
な
ど
も
発
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ら
は
炁
を
降
し
て
身
體
を
新
た
に
形
成
し
、
そ
こ
に
神
を
宿
ら
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
連
の
儀
禮
の
目
的
は
、
死
者
を
仙
人
に

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
閒
と
し
て
復
活
さ
せ
、
資
格
を
得
さ
せ
て
天
界
に
送
り
込
む
こ
と
と
い
う
方
が
正
確
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

鍊
度
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。
鍊
度
に
見
ら
れ
る
存
思
の
內
容
も
、
內
丹
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
は
見
ら
れ
る
が
、

む
し
ろ
靈
寶
系
の
儀
禮
に
見
ら
れ
る
存
思
の
系
譜
を
引
く
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

鍊
度
の
歬
後
に
、
亡
魂
に
對
し
て
說
敎
を
行
う
過
程
が
存
在
す
る
。
こ
こ
に
は
生
死
を
超
え
て
存
在
す
る
、
い
わ
ば
輪
廻
の
主
體
が

何
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
金
允
中
は
こ
れ
を
「
一
性
」
と
し
、「
濟
度
金
書
」
で
は
「
神
」
す

な
わ
ち
「
性
」
と
捉
え
て
い
る
。
後
者
で
は
「
天
命
の
性
」
と
「
炁
質
の
性
」
を
区
別
し
た
り
、『
淸
浄
經
』
を
引
用
し
た
り
あ
る
い

は
佛
敎
の
敎
義
を
引
用
し
た
り
と
、
こ
の
說
敎
を
書
い
た
の
が
三
敎
に
通
じ
た
知
識
人
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

ま
た
復
活
の
過
程
で
重
要
な
の
は
神
と
氣
（
炁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
九
天
鍊
度
な
ど
で
い
う
「
炁
に
よ
っ
て
身
體
を
形
成
し
、
そ

こ
に
神
を
宿
ら
せ
る
」
と
い
う
場
合
の
神
と
炁
と
、「
衜
は
神
の
主
で
あ
り
、
神
は
氣
の
主
で
あ
り
、
氣
は
形
の
主
で
あ
る
」、
あ
る
い

は
「
夫
れ
我
身
の
陰
陽
造
化
と
謂
う
者
は
、
神
と
氣
で
あ
る
。
神
は
氣
の
母
で
あ
り
、
神
が
動
け
ば
則
ち
氣
が
隨
う
」
と
い
う
場
合
の

神
と
氣
と
の
關
係
は
、
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
。
符
を
発
行
す
る
際
の
呪
文
・
祝
文
あ
る
い
は
儀
禮
の
解
說
、

說
敎
の
中
な
ど
で
示
さ
れ
た
性
、
神
、
氣
（
炁
）
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
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第
七
十
三
囘
日
本
衜
敎
學
會
記
念
講
演 

　
　

古
代
日
本
・
朝
鮮
の
出
土
資
料
―
人
面
土
器
―
か
ら
描
く
日
本
列
島
に
お
け
る
衜
敎

平
川　
　

南
（
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
名
譽
敎
授
・
山
梨
縣
立
博
物
館
名
譽
館
長
）

　

中
國
甘
肅
省
敦
煌
石
窟
莫
高
窟
第
一
七
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書
群
は
八
～
一
〇
世
紀
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
の
文
書
群
の
中
に
、

『
敦
煌
掇
瑣
（
て
っ
さ
）』
の
錄
文
に
衜
敎
の
符
籙
が
み
え
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
面
像
こ
そ
、
人
面
土
器
の
祖
型
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

韓
國
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
、
古
代
新
羅
の
都
・
慶
州
の
西
方
、
慶
山
・
所
月
里
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
六
世
紀
に
お
け

る
臺
地
と
そ
れ
を
刻
む
谷
川
を
利
用
し
た
谷
水
田
開
発
に
伴
う
人
面
土
器
を
用
い
た
祭
祀
關
係
遺
构
・
遺
物
が
臺
地
上
で
確
認
さ
れ
た
。

　

谷
水
を
利
用
し
た
水
田
開
発
の
具
體
的
樣
子
は
、
古
代
日
本
の
『
常
陸
國
風
土
記
』（
和
銅
六
〈
七
一
三
〉
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
常
陸
國
の
水
田
開
発
と
村
落
形
態
は
、
隣
接
す
る
下
總
國
で
も
、
印
旛
沼
水
系
の
新
川
本
流
に
面
し
て
古
墳
時
代
の
集
落
遺

跡
が
分
布
す
る
の
に
對
し
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
さ
ら
に
新
川
支
流
の
樹
枝
狀
の
谷
の
緣
邊
部
に
ま
で
遺
跡
の
分
布
は
增
大
し
て

い
る
。
地
方
豪
族
が
日
常
生
活
の
水
と
耕
地
を
求
め
て
印
旛
沼
水
系
の
奥
に
ま
で
開
発
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
點
は
、

こ
の
臺
地
上
の
八
～
一
〇
世
紀
代
の
集
落
遺
跡
で
は
、
現
段
階
で
日
本
列
島
に
お
け
る
古
代
集
落
と
し
て
最
大
數
の
長
文
の
墨
書
土
器

と
人
面
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
畫
期
的
な
開
発
と
文
字
文
化
は
、
日
本
の
古
代
國
家
に
よ
る
東
國
の
廣
大
な
未
開
拓
地
へ
の
新
羅
な
ど
渡
來
人
の
大
規
模
な
移

住
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
墨
書
土
器
に
記
さ
れ
た
祭
祀
主
體
が
房
總
の
在
地
豪
族
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
在
地
豪
族
と
渡
來
系
移

住
民
は
、
中
央
政
府
に
よ
る
東
國
さ
ら
に
は
東
北
地
方
支
配
の
國
家
的
神
祇
で
あ
る
香
取
・
鹿
島
兩
神
宮
の
膝
下
に
お
い
て
、「
國
神
」

（
在
地
神
）
信
奉
と
、
異
文
化
と
し
て
の
衜
敎
思
想
に
基
づ
く
泰
山
府
君
と
閻
羅
王
へ
の
〝
延
命
〟
な
ど
の
祈
願
を
人
面
と
文
字
で
表

記
す
る
土
器
祭
祀
に
よ
っ
て
實
施
し
た
の
で
あ
る
。

　

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
古
代
日
本
の
都
城
・
國
府
な
ど
で
實
施
さ
れ
た
病
や
災
い
な
ど
の
ケ
ガ
レ
を
人
形
や
墨
書
人
面
土
器
に
移
し

て
流
水
に
流
す
「
一
撫
一
吻
」
の
祓
（
は
ら
）
い
と
は
全
く
異
な
り
、
上
記
の
古
代
朝
鮮
と
房
總
臺
地
上
の
人
面
土
器
の
祭
祀
行
爲
は
、

〝
川
に
流
す
〟
こ
と
は
行
わ
ず
、
祓
い
の
儀
に
使
用
し
た
人
面
土
器
な
ど
の
祭
祀
具
を
臺
地
上
の
穴
な
り
窪
み
な
り
に
封
じ
込
め
た
と

想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

平
川　

南
：
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
名
譽
敎
授
。
山
梨
縣
立
博
物
館
名
譽
館
長
。
文
學
博
士
（
東
京
大
學
）。
專
門
は
日
本
古
代
史
。
木
簡
、
漆

紙
文
書
や
墨
書
土
器
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
や
自
然
環
境
か
ら
日
本
古
代
史
の
實
像
を
描
く
硏
究
を
展
開
し
て
い
る
。
近
年
で
は
韓
國
木
簡
・

石
碑
な
ど
の
調
査
や
、
對
外
關
係
や
地
域
閒
交
流
な
ど
に
も
硏
究
テ
ー
マ
を
擴
大
し
て
い
る
。
主
な
著
書
は
『
漆
紙
文
書
の
硏
究
』（
一
九
八
九

年
、
吉
川
弘
文
館
）、
岩
波
新
書
『
よ
み
が
え
る
古
代
文
書
―
漆
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
日
本
社
會
―
』（
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）、『
墨
書
土

器
の
硏
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
）、『
古
代
地
方
木
簡
の
硏
究
』（
二
〇
〇
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）、『
全
集　

日
本
の
歷
史
２　

日
本

の
原
像
』（
二
〇
〇
八
年
、
小
學
館
）、『
東
北
「
海
衜
」
の
古
代
史
』（
二
〇
一
二
年
、
岩
波
書
店
）。
最
近
の
著
書
と
し
て
、『
新
し
い
古
代
史

へ
』
シ
リ
ー
ズ
全
三
卷
（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
）。
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アクセス　ＪＲ甲府駅から

徒歩
　JR中央本線 甲府駅 南口 徒歩20分
バス（JR中央本線 甲府駅 南口 バスターミナル４番のりば）
　中央病院行き
　中央病院経由双葉ニュータウン行き
　中央病院経由敷島営業所行き
　中央病院・羽黒経由山宮循環行き
　長塚行き
　長塚経由双葉ニュータウン行き
　長塚経由敷島営業所行き
　飯田経由敷島営業所行き
　飯田経由敷島団地行き
　　　→【飯田３丁目】下車　徒歩７分

講堂：会場

受付
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日
本
衜
敎
學
會　

第
七
十
三
囘
大
會
要
項

 

発
行
日　

令
和
四
年
十
月
十
日

 

発
行
者　

日
本
衜
敎
學
會　

第
七
十
三
囘
大
會
準
備
委
員
會　

委
員
長　

名
和
敏
光

 
 

〒
四
〇
〇-

〇
〇
三
五　

山
梨
縣
甲
府
市
飰
田
五
―
一
一
―
一

 

山
梨
縣
立
大
學
國
際
政
策
學
部　

名
和
硏
究
室
內





開
催
日
　
令
和
四
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）

對
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
開
催
（
山
梨
縣
立
大
學
）

日
本
衜
敎
學
會	

第
七
十
三
囘
大
會
要
項

日

本

衜

敎

學

會

〒400-0035 山梨縣甲府市飰田5-11-1
山梨縣立大學國際政策學部　名和硏究室內

日本衜敎學會第73囘大會準備委員會
E-mail doukyougakkai73@gmail.com
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